
 

 

 

 

【東京エリア】 

料 金 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I. 適 用 

 この東京エリア料金表（以下「この料金表」といいます。）は，次の地域（離島地域を除

く）に適用いたします。 

茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県，静岡県（富士川以

東） 

 

II. 契 約 種 別 

契約種別は次のとおりといたします。 

契 約 種 別 

従 量 電 灯 

ダイヤモンドプラン 

ダイヤモンド G プラン 

動 力 動力プラン 

 

III. 料 金 

料金は，基本料金，電力量料金，別表「1（再生可能エネルギー発電促進賦課金）(3)」によっ

て算定された再生可能エネルギー発電促進賦課金，郵送手数料の合計といたします。また，別表

「2（燃料費調整）」によって算定された燃料費調整単価を電力量に乗じて燃料費調整額としま

す。 

 

IV. 各契約種別の条件と料金単価 

1. ダイヤモンドプラン 

(1) 適用条件 

電灯または小型機器を使用する需要で，次のいずれにも該当するものに適用いたします。 

イ 使用する最大容量が原則として 50 キロボルトアンペア未満であること。 

ロ １需要場所において動力契約とあわせて契約する場合は，最大需要容量と動力契約の

契約上使用できる最大電力（キロワット）との合計（この場合，１キロボルトアンペア

を１キロワットとみなします。）が 50 キロワット未満であること。ただし，１需要場

所において動力契約とあわせて契約する場合で，お客さまが希望され，かつ，お客さま



の電気の使用状態，送配電事業者の供給設備の状況等から送配電事業者が技術上また

は経済上低圧での電気の供給が適当と認めたときは，イに該当し，かつ，ロの最大需要

容量と動力契約の契約上使用できる最大電力（キロワット）との合計が 50 キロワット

以上であるものについても適用することがあります。この場合，送配電事業者は，お客

さまの土地または建物に変圧器等の供給設備を施設することがあります。 

(2) 供給電気方式，供給電圧および周波数 

供給電気方式および供給電圧は，交流単相２線式標準電圧 100 ボルトまたは交流単相

３線式標準電圧 100 ボルトおよび 200 ボルトとし，周波数は，契約利用場所の地域での

周波数と同様とし，標準周波数 50 または 60 ヘルツといたします。 

ただし，供給電気方式および供給電圧については，技術上やむをえない場合には，交

流単相２線式標準電圧 200 ボルトまたは交流３相３線式標準電圧 200ボルトとすること

があります。 

(3) 契約容量 

イ 契約負荷設備をあらかじめ設定していただきます。 

ただし，他の小売電気事業者から当社へ契約を切り替える場合は，原則として，他の

小売電気事業者との契約終了時点における契約電力を引き継ぐものとします。 

ロ お客さまが契約主開閉器により契約容量を定めることを希望される場合には，契約容

量は，イにかかわらず，契約主開閉器の定格電流にもとづき，別表 6（契約容量および

契約電力の算定方法）により算定された値といたします。この場合，契約主開閉器をあ

らかじめ設定していただきます。 

なお，当社は，契約主開閉器が制限できる電流を，必要に応じて確認いたします。 

ハ お客さまが契約電流により契約容量を定めることを希望される場合には，イにかかわ

らず，契約電流のアンペアに応じて契約容量を決定するものとします。 

なお，契約電流は，10 アンペア，15 アンペア， 20 アンペア，30 アンペア，40 ア

ンペア，50 アンペア，60 アンペアのいずれかに定めるものとし，他の小売電気事業

者から当社へ契約を切り替える場合は，原則として，他の小売電気事業者との契約終

了時点の契約電流の値を引き継ぐものとします。 

(4) 料金単価 

イ 基本料金 

基本料金は，１月につき次の合計といたします。ただし，まったく電気を使用しない場

合の基本料金は，半額といたします。 

契約容量１キロボルトアンペアまたは 10 アンペアにつ

き 
286 円 00 銭 

ロ 電力量料金 

電力量料金は，その１月の使用電力量によって算定いたします。 



最初の 120 キロワット時までの１キロワット時につき 20 円 90 銭 

120 キロワット時をこえ 300 キロワット時までの１キロ

ワット時につき 
26 円 40 銭 

300 キロワット時をこえる１キロワット時につき 25 円 85 銭 

 

2. ダイヤモンドＧプラン 

(1) 適用条件 

電灯または小型機器を使用する需要で，次のいずれにも該当するものに適用いたします。 

イ 使用する最大容量（以下「最大需要容量」といいます。）が６キロボルトアンペア以上

であり，かつ，原則として 50 キロボルトアンペア未満であること。 

ロ １需要場所において動力契約とあわせて契約する場合は，最大需要容量と動力契約の

契約上使用できる最大電力（キロワット）との合計（この場合，１キロボルトアンペア

を１キロワットとみなします。）が 50 キロワット未満であること。 

ただし，１需要場所において動力契約とあわせて契約する場合で，お客さまが希望

され，かつ，お客さまの電気の使用状態，送配電事業者の供給設備の状況等から送配電

事業者が技術上または経済上低圧での電気の供給が適当と認めたときは，イに該当し，

かつ，ロの最大需要容量と動力契約の契約上使用できる最大電力（キロワット）との合

計が 50 キロワット以上であるものについても適用することがあります。この場合，送

配電事業者は，お客さまの土地または建物に変圧器等の供給設備を施設することがあ

ります。 

ハ 同一需要場所において，同一名義で，当社が指定するガス主契約料金表により，当社と

のガスの需給契約が成立していること。 

(2) 供給電気方式，供給電圧および周波数 

供給電気方式および供給電圧は，交流単相２線式標準電圧 100 ボルトまたは交流単相３

線式標準電圧 100 ボルトおよび 200 ボルトとし，周波数は，契約利用場所の地域での周

波数と同様とし，標準周波数 50 または 60 ヘルツといたします。 

ただし，供給電気方式および供給電圧については，技術上やむをえない場合には，交流

単相２線式標準電圧 200 ボルトまたは交流３相３線式標準電圧 200 ボルトとすることが

あります。 

(3) 契約容量 

イ 契約負荷設備をあらかじめ設定していただきます。 

ただし，他の小売電気事業者から当社へ契約を切り替える場合は，原則として，他の

小売電気事業者との契約終了時点における契約電力を引き継ぐものとします。 

ロ お客さまが契約主開閉器により契約容量を定めることを希望される場合には，契約容



量は，イにかかわらず，契約主開閉器の定格電流にもとづき，別表 6（契約容量および

契約電力の算定方法）により算定された値といたします。この場合，契約主開閉器をあ

らかじめ設定していただきます。 

なお，当社は，契約主開閉器が制限できる電流を，必要に応じて確認いたします。 

ハ お客さまが契約電流により契約容量を定めることを希望される場合には，イにかかわ

らず，契約電流のアンペアに応じて契約容量を決定するものとします。 

なお，契約電流は，10 アンペア，15 アンペア， 20 アンペア，30 アンペア，40 ア

ンペア，50 アンペア，60 アンペアのいずれかに定めるものとし，他の小売電気事業

者から当社へ契約を切り替える場合は，原則として，他の小売電気事業者との契約終

了時点の契約電流の値を引き継ぐものとします。 

(4) 料金単価 

イ 基本料金 

基本料金は，１月につき次の合計といたします。 

ただし，まったく電気を使用しない場合の基本料金は，半額といたします。 

契約容量１キロボルトアンペアにつき 286 円 00 銭 

ロ 電力量料金 

電力量料金は，その１月の検針期間にご使用された電力量によって算定いたします。 

最初の 120 キロワット時までの１キロワット時につき 19 円 88 銭 

120 キロワット時をこえ 300 キロワット時までの１キロ

ワット時につき 
26 円 40 銭 

300 キロワット時をこえる１キロワット時につき 25 円 85 銭 

(5) 当社とのガスの需給契約が消滅した場合の取扱い 

イ （1）（適用条件）ハに定める適用条件を満たさなくなる場合は，お客さまは，すみやか

に当社に申し出ていただきます。 

ロ この料金表による電気の需給契約の申込みを当社が承諾した場合で，この料金表によ

る電気の需給開始日より前に，お客さまが当社とのガスの需給契約の申込みを取り消

された場合等（1）（適用条件）ハに定める適用条件を満たしていないことを当社が確

認したときは，この料金表による電気の需給開始日に，この料金表による電気の需給

契約は消滅するものといたします。 

ハ この料金表による電気の需給開始日以降に（1）（適用条件）ハに定める適用条件を満

たしていないことを当社が確認した場合は，当社が確認した日以降最初の検針日に，

この料金表による電気の需給契約は消滅するものといたします。また，この料金表に



よる電気の需給開始日以降，お客さまが当社とのガスの需給契約の申込みを取り消さ

れた場合等当社がガスの供給をまったく行わなかった場合は，この料金表が適用され

ている料金について，当社はⅢ（料金）により算定される料金に加えて，Ⅲ（料金）に

より算定される料金と 1（ダイヤモンドプラン）の料金単価を適用して算定されるⅢ

（料金）との差額を申し受けます。 

ニ ロまたはハの場合で，この料金表による電気の需給契約の消滅日までにお客さまから

他の契約種別の需給契約の申込み等がないときは，当該消滅日から，この料金表 1 の

ダイヤモンドプランによる需給契約が，新たに成立するものといたします。 

 

3. 動力プラン 

(1) 適用条件 

動力を使用する需要で，次のいずれにも該当するものに適用いたします。  

イ 契約電力が原則として 50 キロワット未満であること。 

ロ １需要場所において従量電灯とあわせて契約する場合は，最大需要容量（この場合，

１キロボルトアンペアを１キロワットとみなします。）または契約容量（この場合，１

キロボルトアンペアを１キロワットとみなします。）と契約電力との合計が 50 キロワ

ット未満であること。ただし，１需要場所において従量電灯とあわせて契約する場合

で，お客さまが希望され，かつ，お客さまの電気の使用状態，当社の供給設備の状況等 

から当社が技術上または経済上低圧での電気の供給が適当と認めたときは，イに該当

し，かつ，ロの最大需要容量または契約容量と契約電力との合計が 50 キロワット以上

であるものについても適用することがあります。この場合，当社は，お客さまの土地

または建物に変圧器等の供給設備を施設することがあります。 

(2) 供給電気方式，供給電圧および周波数  

供給電気方式および供給電圧は，交流３相３線式標準電圧 200 ボルトとし，周波数は，契

約利用場所の地域での周波数と同様とし，標準周波数 50 または 60 ヘルツといたします。

ただし，供給電気方式および供給電圧については，技術上やむをえない場合には，交流単

相２線式標準電圧 100 ボルトもしくは 200 ボルトまたは交流単相３線式標準電圧 100 ボ

ルトおよび 200 ボルトとすることがあります。 

(3) 契約電力 

イ 契約負荷設備をあらかじめ設定していただきます。 

ただし，他の小売電気事業者から当社へ契約を切り替える場合は，原則として，他の

小売電気事業者との契約終了時点における契約電力を引き継ぐものとします。 

ロ お客さまが契約主開閉器により契約容量を定めることを希望される場合には，契約容

量は，イにかかわらず，契約主開閉器の定格電流にもとづき，別表 6（契約容量および

契約電力の算定方法）により算定された値といたします。この場合，契約主開閉器をあ



らかじめ設定していただきます。 

なお，当社は，契約主開閉器が制限できる電流を，必要に応じて確認いたします。 

 

(4) 料金単価 

イ 基本料金 

基本料金は，１月につき次のとおりといたします。 

ただし，契約電力が 0.5 キロワットの場合の基本料金は，契約電力が１キロワット

の場合の基本料金の半額といたします。また，まったく電気を使用しない場合の基本

料金は，半額といたします。 

契約電力１キロワットにつき 770 円 00 銭 

ロ 電力量料金 

電力量料金は，その１月の使用電力量によって算定することとし，夏季（7 月から 9 月）

に使用された電力量には夏季料金を，その他季（10 月から 6 月）に使用された電力量

にはその他季料金をそれぞれ適用いたします。 

なお，その１月に夏季およびその他季がともに含まれる場合には，その１月の使用

電力量をその１月に含まれる夏季およびその他季の日数の比であん分してえた値をそ

れぞれの使用電力量といたします。また，計量器の付属装置に夏季またはその他季の

開始の日における計量値が記録され，遠隔操作での検針（以下「遠隔検針」といいま

す。）により確認できる場合は，その値により夏季およびその他季の使用電力量を算定

いたします。 

 夏 季 料 金 その他季料金 

１キロワット時につき 23 円 23 銭 22 円 20 銭 

(5) 力率割引および割増し  

電気機器の力率をそれぞれの入力によって別表７（加重平均力率の算定）により加重平

均してえた値が，85 パーセントを上回る場合（(4)（ロ）により契約電力を定める場合を

含みます。）は，基本料金を５パーセント割引し，85 パーセントを下回る場合は，基本料

金を５パーセント割増しいたします。この場合，電気機器の力率は，別表 8（進相用コン

デンサ取付容量基準）の基準に適合した容量の進相用コンデンサが取り付けてあるものに

ついては 90 パーセント，取り付けてないものについては 80 パーセント，電熱器について

は 100 パーセントといたします。なお，まったく電気を使用しないその１月の力率は，85

パーセントとみなします。 

(6) そ の 他  

変圧器，発電設備等を介して，電灯または小型機器を使用することはできません。 



附 則 

 

実施期日 

この料金表は，2019 年 10 月 15 日から運用し実施いたします。 

 


